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対し、新属 C を提唱し、新種 D~G の 4 種を提唱し、記載した。一方、円形~楕円形の形態を呈するもの
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について Rhodophyta中に新属 Dを提唱し、一新種Fを提唱、記載した。節足動物の幼生と思われるものは、
産径が100ミクロン程の小型のもので、解化産前のステージのものと思われる。この化石に比較されるもの
が、中国や白ロシアの初期カンブリア紀の地層から知られている。筆者はこれらの標本についても
PCSRXTM解析を行い、外部形態と内部構造の詳細を検討した。具体的な内部構造の観察はできなかったも
のの、白ロシアのカンブリア系リン酸塩堆積物から知られている標本との形態的比較から節足動物の幼生と
判断し、新属 E、新種Hの一属、一種を記載した。
これまでエデイアカラ動物群は大型の化石を含むことが知られていたが、本研究により、顕微鏡スケール
でも豊富な多細胞生物が含まれていることが明らかになった。このことはカンブリア紀初期に起こったカン
ブリアの大爆発の原因解明に対して重要な資料を提供することになる。
審査の結果の要旨
本研究は最後期原生代のエデイアカラ動物群に比較できる生物群を含む Doushantuo層について、詳細な
野外調査と室内での薄片作成、酸処理による個体の抽出と電子顕微鏡観察により、 Doushantuo層はきわめ
て豊富な微化石生物群を含むことを明らかにした。また得られた化石群について詳細な古生物学的検討・記
載を行い、初期多細胞生物の進化発展を考察する際に重要な知見をもたらした。これまでに知られているエ
デイアカラ動物群は粗粒ないしやや粗粒な堆積物から産することから、顕微鏡スケールの化石生物群の実体
が不明であった。筆者が古生物学的検討を行った中国南部の Doushantuo層は保存良好な微小化石を含むリ
ン酸塩堆積物を豊富に含むことにより、微古生物群集の検討が可能となった。従来の研究報告では原生代後
期には多細胞生物として海綿動物、腔腸動物、練皮動物の 3つの門の存在が知られていたが、本研究により
さらに多くの多細胞生物群がすでに存在していた可能性を示すものである。研究手法について、海綿動物化
石に関しては駿処理による個体分離により、三次元的な復元・検討が可能であるものの、藻類化石について
は基本的にノジ、ユール中にラメラ状に含まれることからその立体的な復元が困難である。今後はラメラ状藻
類化石を如何に個体で抽出するかさらなる検討が期待される。
平成 25年2月6目、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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